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未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
後
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て

役
割
が
再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
消
防
団
。

　
海
老
名
市
に
は
15
の
消
防
分
団
が
あ
り

ま
す
（
１
ケ
分
団
は
現
在
休
止
中
）。
団

員
の
皆
さ
ん
は
、
普
段
そ
れ
ぞ
れ
会
社
員

や
自
営
業
な
ど
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

災
害
発
生
時
に
は
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け

つ
け
、
消
防
隊
員
と
連
携
し
消
火
活
動
や

人
命
救
助
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
以
外
に
も
、
火
災
予
防

活
動
や
地
域
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
私
た
ち
の

ま
ち
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
災
害
時
で
の
連
携
の
確
認

と
、
初
期
消
火
活
動
の
向
上
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
た
、
消
防
署
と
消
防
団
に
よ
る

合
同
訓
練
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
当
日

は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
水
量
が
不
足
し
た

と
想
定
し
た
消
火
訓
練
と
、
防
火
水
槽
か

ら
水
を
く
み
上
げ
る
機
材
の
取
り
扱
い
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

延焼を想定した建物への消火訓練

　消防団のポンプ車が防火水槽から
水をくみ上げ、何本もホースを延長。
消防ポンプ車へと中継送水し、延焼
を想定した火点的に放水するまでの
流れを行いました。
　消防隊員の指示を受けながら、真
剣な表情で訓練に取り組んでいまし
た。

１

連
携
プ
レ
ー
で
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

特
集

可搬ポンプの取り扱い訓練

　消防団員の交代などによ
り、可搬ポンプを使える人が
少なくなっていたのが課題と
なっていたため、機材の取り
扱いの説明から、実際に放水
するまでを行いました。

　訓練後、市消防団・山田団
長から。「訓練で行った以外
のことは本番では出来ない。
地元の自治会にも指導し、こ
れからも地域を守るんだとい
う責任感をもって活動を続け
て欲しい。」

２

３

消防団協力事業所を
� 新たに２社認定しました
　従業員が消防団に入
団しやすい環境や、活
動に協力している２事
業所を、新たに認定し
ました。

▲自動車部品工業㈱

◀泉工業㈱

　普段は車の整備士をしているという、入団
12年目、第４分団長の深須さん。「仕事中で
も火災が起これば出動し、いつ何時でも動け
る体制を常に整えておく。時間の調整は大変
だけれど、責任を持って活動を続けていま
す。」と、消防団員として、長年にわたり活
動を続けている意気込みを話してくれました。
　信頼できる仲間と一緒に、『何かやらなく
ては』という使命感を胸に抱き、日々、地域
の防災リーダーとして私たちのまちの安全と
安心を守ってくれています。

　「第４分団は、理
屈ではないところで
繋がっている、いい
やつら」と笑顔で話
す深須分団長。団員
たちのこの笑顔を見
れば、チームワーク
の良さが分かります
ね。

▲第４分団長
　深須康宏さん

現場インタビュー／第４分団長さんに聞きました

「何かやらなくては」という使命感を胸に

消
防
団
新
規
団
員
を
募
集

　

消
防
団
は
市
の
消
防
機
関
で
す
。

非
常
勤
特
別
職
と
し
て
報
酬
な
ど
を

支
給
す
る
ほ
か
、
補
償
制
度
が
あ
り

ま
す
。
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以

上
の
健
康
な
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

［
主
な
活
動
内
容
］

◆
災
害
時
…
消
火
活
動
、
救
助
・
救

出
活
動
、
警
戒
巡
視
な
ど

◆
平
常
時
…
消
火
訓
練
、
消
火
栓
・

防
火
水
槽
の
点
検
、
防
火
啓
発
活
動

な
ど

　

問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
消
防

団
ま
た
は
消
防
総
務
課
へ
。


